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い
ざ
、
東
北
沿
岸
へ

―
自
衛
隊
岩
手
地
方
協
力
本
部
・
本
部
長
と
共
に
、
自
衛
隊
か
く
闘
え
り
（
そ
の
７
）

―

田
　
　
中

　
　
伯

　
　
知

　
第
１
節

　
　
は
じ
め
に

―
領
域
社
会
学
・
部
門
別
社
会
学
と
し
て
の
「
危
機
管
理
の
社
会
学
」
の
創
出
に
あ
た
っ
て

―

　「
闘
い
」
は
、
突
然
始
ま
っ
た
。
平
成
23
年
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
、
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
と
の
「
闘
い
」
で
あ
る
。
東
北

地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
の
も
っ
と
も
大
き
な
特
徴
は
、
そ
の
被
害
の
甚
大
さ
に
あ
る
。
巨
大
津
波
の
被
害
は
、
青
森
県
か
ら
千
葉
県
ま
で

の
太
平
洋
沿
岸
地
域
に
至
り
、
距
離
に
し
て
約
５
５
０
㌔
に
ま
で
及
ん
だ
。
さ
ら
に
、
浸
水
地
域
は
５
０
７
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
ま
で

拡
が
っ
た
。

　
こ
の
地
震
は
、
青
森
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
４
県
を
中
心
に
（
東
京
な
ど
を
始
め
）
東
日
本
全
体
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

地
震
と
そ
れ
に
続
く
津
波
が
当
該
地
域
を
一
蹴
し
、
そ
の
社
会
構
造
と
重
要
な
機
能
と
を
一
瞬
に
崩
壊
さ
せ
た
の
で
あ
る
（
表
１
～
２
）。

　
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
発
生
の
一
週
間
前
（
３
月
４
日
の
金
曜
日
）、
東
北
六
県
の
防
衛
警
備
を
担
当
す
る
東
北
方
面
隊
隷
下
の

各
自
衛
隊
地
方
協
力
本
部
・
本
部
長
が
仙
台
市
の
東
北
方
面
総
監
部
（
仙
台
駐
屯
地
・
仙
台
市
宮
城
野
区
）
に
参
集
し
、
東
北
方
面
総
監
・

君
塚
栄
治
陸
将
に
、「
次
年
度
（
平
成
23
年
度
）
の
各
地
方
本
部
の
運
営
計
画
の
骨
子
」
に
つ
い
て
、
報
告
を
行
っ
て
い
た
。
自
衛
隊
法
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第
29
条
に
、「
地
方
協
力
本
部
に
お
い
て
は
、
地
方
に
お
け
る
渉
外
及
び
広
報
、
自
衛
官
の
募
集
そ
の
他
防
衛
大
臣
の
定
め
る
事
務
を
行
う
」

と
あ
る
。
当
日
の
会
議
の
召
集
は
、
午
後
の
遅
い
時
間
帯
で
も
あ
っ
た
た
め
、
各
地
本
長
は
15
分
程
度
で
、
平
成
22
年
度
の
成
果
分
析
、

平
成
23
年
度
の
「
広
報
」、「
募
集
」
等
の
業
務
の
方
針
と
進
め
方
等
の
報
告
を
行
っ
た
。
６
名
の
本
部
長
が
報
告
を
終
え
た
後
に
、
君
塚

総
監
の
指
導
が
行
わ
れ
た
。

　「
私
は
、
着
任
以
来
、
こ
の
30
年
間
で
99
％
の
確
率
で
生
起
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
大
規
模
地
震
に
対
す
る
備
え
は
、
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
と
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
指
導
し
て
き
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
６
名
の
本
部
長
が
誰
一
人
と
し
て
、
大
規
模
地
震
発
生
時

の
対
応
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。」

　
一
瞬
、
会
議
の
場
は
静
ま
り
か
え
っ
た
。
君
塚
栄
治
・
陸
将
は
、
大
き
な
声
を
出
す
よ
う
な
将
官
で
は
な
い
。
淡
々
と
、
そ
し
て
静
か

に
部
下
を
指
導
す
る
方
で
あ
る
。
君
塚
総
監
の
言
葉
に
、
髙
橋
俊
哉
１
等
陸
佐
は
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
た
。
い
や
、
シ
ョ
ッ
ク
と
い
う

よ
り
は
、
君
塚
総
監
の
並
々
な
ら
ぬ
そ
の
危
機
感
に
圧
倒
さ
れ
て
い
た
。
総
監
は
、
30
年
後
の
話
を
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
今
日

か
明
日
の
話
と
し
て
、
大
規
模
地
震
を
捉
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
髙
橋
俊
哉
１
等
陸
佐
は
、
盛
岡
へ
の
帰
路
の
車
の
中
で
総
務
課
長
に

指
示
す
べ
き
事
項
を
メ
モ
に
し
て
い
た
。
総
監
の
指
導
の
焦
点
は
、
募
集
、
援
護
、
広
報
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
大
規
模
地
震
発
生
へ

の
「
備
え
」（
対
応
）
そ
の
も
の
に
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
一
週
間
後
の
平
成
23
年
３
月
11
日
（
金
曜
日
）
14
時
46
分
、
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
が
発
生
し
た
。（
因
み
に
、
陸
上

自
衛
隊
東
北
方
面
隊
は
、
第
９
師
団
と
第
６
師
団
の
計
２
個
師
団
を
基
幹
兵
力
と
し
、
第
２
施
設
団
、
東
北
方
面
航
空
隊
、
東
北
方
面
衛

生
隊
、
東
北
方
面
通
信
群
等
の
各
部
隊
、
各
駐
屯
地
の
駐
屯
地
業
務
隊
、
そ
し
て
東
北
六
県
に
そ
れ
ぞ
れ
所
在
す
る
自
衛
隊
地
方
協
力
本

部
か
ら
成
っ
て
い
る
。）
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表１　東北における陸上自衛隊（部隊）の活動状況の概要

第２師団（司令部：北海道旭川市）
第 11 旅団（司令部：北海道札幌市）
の一部
�＊�ただし、第 11 旅団の一部は、３月

16 日福島県に前進し、「原発対応」
に当たっている。�

岩手県北部沿岸
久慈市、宮古市等�

捜索・
生活支援等�

第９師団（司令部：青森市）�
第７師団（司令部：北海道千歳市）�

岩手県南部沿岸�
山田町、釜石市、陸前
高田市等�

捜索・
生活支援等�

第４師団（司令部：福岡市）�
第８師団（司令部：熊本市）の一部
第 15 旅団（司令部：那覇市）の一部�

宮城県北部沿岸�
気仙沼市、南三陸町等�

捜索・
生活支援等�

第 14 旅団（司令部：善通寺市）� 牡鹿半島北部地域�
女川町、石巻市�

捜索・
生活支援等�

第５旅団（司令部：北海道帯広市）� 牡鹿半島南部地域�
石巻市�

捜索・
生活支援等�

第６師団（司令部：山形県東根市）� 宮城県中央部�
東松島市、多賀城市、
仙台市等�

捜索・
生活支援等�

第 10 師団（司令部：名古屋市）
第３師団（司令部：兵庫県伊丹市）�

宮城県南部�
名取市、山元町等�

捜索・
生活支援等�

第 13 旅団（司令部：広島県海田町）� 福島県�
新地町、相馬市等�

捜索・
生活支援等�

第 12 師団（司令部：群馬県榛東村）
第１空挺団（司令部：千葉県習志野市）
の一部�

福島県�
福島市、南相馬市、い
わき市等�

捜索・
生活支援等�

中央即応集団隷下部隊（司令部：東京
都練馬区）�

福島第１、第２原発� 除染、
原発対応�

（平成 23 年３月 27 日現在　田中伯知作成）

表２　統合任務部隊の内訳（指揮官　君塚栄治・陸将）

陸上自衛隊� 約 70,000�

海上自衛隊� 約 15,000�

航空自衛隊� 約 21,000�

原子力災害派遣部隊� 約 500�

約 106,900（内　即応予備自衛官　500）

（平成 23 年３月 31 日現在）
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史
上
、
未
曾
有
の
大
災
害
を
前
に
陸
・
海
・
空
各
自
衛
隊
（
救
援
部
隊
）
は
直
ち
に
動
い
た
。
日
頃
厳
し
い
訓
練
を
重
ね
て
き
た
の
も
、

こ
う
し
た
事
態
に
対
処
す
る
た
め
で
あ
る
。
防
衛
省
、
自
衛
隊
は
、
持
て
る
力
の
す
べ
て
を
も
っ
て
巨
大
地
震
と
津
波
に
立
ち
向
か
っ
た

（
迅
速
な
「
組
織
的
対
応
」
を
と
っ
た
）。
地
元
、
自
衛
隊
岩
手
地
方
協
力
本
部
（
本
部
・
盛
岡
市
）
の
自
衛
官
、
防
衛
事
務
官
等
も
然
り

で
あ
る
。

　
自
衛
隊
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
唯
一
の
「
自
己
完
結
型
」
組
織
で
あ
る
。
自
衛
隊
が
、
国
家
・
国
民
の
「
最
後
の
砦
」
で
あ
る
と
言
わ

れ
る
所
以
が
こ
こ
に
あ
る
（
写
真
―
１
）。

　
地
震
発
生
と
共
に
、
自
衛
隊
岩
手
地
方
協
力
本
部
の
老
朽
化
し
た
庁
舎
は
か
つ
て
な
い
激
し
い
揺
れ
に
襲
わ
れ
た
。
同
時
に
、
庁
舎
の

崩
落
が
懸
念
さ
れ
た
。
本
部
長
・
髙
橋
俊
哉
１
等
陸
佐
（
前
・
第
８
特
科
連
隊
長
）
は
、「
ど
う
せ
命
を
落
と
す
の
で
あ
れ
ば
、
武
人
ら

し
き
最
後
を
」
と
思
い
、
本
部
長
席
の
椅
子
に
腰
を
据
え
た
。
死
後
の
自
分
の
姿
を
想
い
や
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。「
武
人
」
と
し
て
、

無
様
な
姿
を
晒
し
た
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
髙
橋
俊
哉
１
等
陸
佐
は
、
当
時
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

　
あ
の
日
、
あ
の
時
、
私
は
本
部
長
室
で
国
会
中
継
（「
参
院
決
算
委
」）
を
見
て
い
た
。
と
、
そ
の
時
、
Ｔ
Ｖ
か
ら
チ
ャ
イ
ム
の
音

が
流
れ
、『
緊
急
地
震
速
報
』
の
画
面
が
表
示
さ
れ
た
。
震
源
地
は
『
宮
城
県
沖
』
だ
と
思
っ
た
。
い
や
、『
宮
城
県
沖
』
な
の
だ
と

分
か
っ
た
。
一
瞬
考
え
た
。
様
子
を
見
る
べ
き
か
、
大
声
を
出
し
て
部
下
に
待
避
を
指
示
す
べ
き
か
・
・
・
・
・
・
。
私
は
、
取
り

あ
え
ず
、
様
子
を
見
る
こ
と
に
し
た
。（
そ
の
後
、
後
悔
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
・
・
・
・
・
・
。）
な
か
な
か
「
揺
れ
」
が
来
な

い
。
何
秒
経
過
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
急
に
揺
れ
始
め
た
。
そ
し
て
、
激
し
い
揺
れ
に
襲
わ
れ
た
。

　
実
は
、
こ
の
庁
舎
（「
自
衛
隊
岩
手
地
方
協
力
本
部
」）
は
老
朽
化
の
た
め
、
新
し
い
庁
舎
に
移
転
す
る
こ
と
が
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
い

た
。
そ
し
て
、
30
年
以
内
に
99
％
の
確
率
で
発
生
す
る
と
さ
れ
て
い
た
宮
城
県
沖
地
震
の
揺
れ
に
耐
え
ら
れ
ず
崩
落
す
る
で
あ
ろ
う
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と
考
え
て
い
た
。

　「
し
ま
っ
た
。
遂
に
来
た
。
来
る
べ
き
も
の
が
来
た
。
東
北
方
面
総
監
・
君
塚
栄
治
陸
将
が
、
こ
と
あ
る
た
び
に
大
地
震
へ
の
諸

準
備
を
促
進
せ
よ
、
と
指
導
し
て
い
た
大
地
震
が
今
発
生
し
た
」。
と
に
か
く
、
凄
ま
じ
い
揺
れ
で
あ
っ
た
。

　
既
に
避
難
す
る
時
期
は
失
し
て
お
り
、
部
下
に
「
避
難
せ
よ
」
と
指
示
を
出
さ
な
か
っ
た
事
が
悔
や
ま
れ
た
。
こ
の
庁
舎
は
揺
れ

に
耐
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。・
・
・
・
・
・
こ
こ
で
死
ぬ
こ
と
に
な
る
。
ど
う
せ
命
を
落
と
す
の
で
あ
れ
ば
、
最
後
は
武
士
（
も
の

の
ふ
）
と
し
て
恥
ず
か
し
い
姿
を
晒
し
た
く
な
い
。「
覚
悟
を
決
め
た
」。
椅
子
に
深
く
腰
掛
け
、
机
に
両
手
を
置
き
、
庁
舎
崩
落
の

そ
の
時
を
待
っ
た
。
こ
の
制
服
姿
で
、
こ
の
位
置
で
遺
体
が
発
見
さ
れ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
、
後
世
の
人
に
笑
わ
れ
る
こ
と
は
な
い

だ
ろ
う
。

　
一
瞬
、
最
後
に
子
供
と
話
が
し
た
か
っ
た
。
一
言
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
っ
た
。・
・
・
・
・
・
い
や
、
分
か
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

後
は
揺
れ
に
身
を
任
せ
た
。
不
思
議
に
恐
怖
心
は
な
か
っ
た
。
ど
の
程
度
時
間
が
経
過
し
た
だ
ろ
う
か
。
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
。「
助

か
っ
た
の
か
、
こ
の
庁
舎
、
耐
え
た
の
か
」。
な
ら
ば
、
や
る
べ
き
事
が
山
ほ
ど
あ
る
。
大
声
で
、「
庁
舎
前
駐
車
場
に
集
合
」
と
数

回
怒
鳴
り
、
廊
下
を
降
り
た
。
総
務
課
、
募
集
課
、
援
護
課
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
部
下
が
駐
車
場
に
集
ま
っ
て
き
た
。

　
さ
て
、
真
っ
先
に
指
示
し
た
の
は
、「
状
況
の
把
握
」
で
あ
る
。
状
況
と
は
、「
地
域
（
地
形
・
気
象
）
の
状
況
」、「
敵
情
（
災
害

で
は
被
害
の
状
況
）」、「
我
が
状
況
」
に
分
か
れ
る
が
、
取
り
急
ぎ
、「
我
が
状
況
」
の
把
握
に
努
め
る
こ
と
に
し
た
。
現
在
員
は
何

名
で
、
何
名
が
所
在
不
明
か
、
誰
が
怪
我
を
し
、
誰
が
健
在
か
・
・
・
・
・
・
そ
れ
を
総
務
課
長
に
指
示
し
た
。
と
共
に
、
直
ち
に

実
施
す
べ
き
処
置
事
項
を
指
示
し
た
。
ま
ず
、
県
庁
に
連
絡
要
員
を
派
遣
す
る
。
派
遣
要
員
は
３
名
。
任
務
は
「
県
対
策
本
部
の
状

況
を
把
握
」、
３
名
の
中
の
１
名
は
、
30
分
が
経
過
し
た
時
点
で
戻
れ
。
本
部
か
ら
は
、
交
代
要
員
と
し
て
１
名
を
新
た
に
県
庁
に

派
遣
す
る
。
こ
れ
を
繰
り
返
す
。
要
す
る
に
、
３
名
体
制
を
維
持
し
、
最
大
勤
務
時
間
は
１
時
間
30
分
。
30
分
単
位
で
県
対
策
本
部

の
状
況
を
把
握
す
る
様
に
着
意
し
た
。
総
務
課
長
は
本
当
に
よ
く
対
応
し
て
く
れ
た
と
思
う
。
意
外
な
こ
と
に
、
被
災
地
の
ど
真
ん
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中
は
停
電
・
通
信
が
途
絶
し
て
い
る
の
で
、
初
動
の
情
報
が
ま
っ
た
く
と
言
っ

て
い
い
ほ
ど
な
か
っ
た
。
広
報
班
の
松
本
勝
司
・
准
陸
尉
が
ラ
ジ
オ
を
持
っ
て

き
た
。「
本
部
長
、
大
津
波
警
報
が
出
ま
し
た
」。
大
津
波
？
し
ま
っ
た
。
宮
古

地
域
事
務
所
、
釜
石
地
域
事
務
所
の
広
報
官
は
大
丈
夫
か
。
彼
ら
は
大
津
波
警

報
が
出
て
い
る
事
を
承
知
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
計
画
で
は
、
地
震
発
生
後

直
ち
に
担
当
す
る
市
役
所
や
役
場
に
前
進
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
停
電
し

通
信
が
途
絶
し
伝
え
る
手
段
が
な
い
の
は
理
解
し
て
い
る
が
、
な
ん
と
か
し
て

大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
彼
ら
に
知
ら
せ
た
か
っ
た
。
知
識
と

し
て
は
理
解
し
て
い
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
今
考
え
る
と
事
前
の
研
究
・
準
備
・

指
示
が
不
十
分
だ
っ
た
と
深
く
反
省
し
た
（
表
３
）。

　
地
震
発
生
時
（「
衝
撃
期
」）
に
、
自
衛
隊
地
方
協
力
本
部
の
重
要
な
「
役
割
」―

組
織
的
対
応
（「
初
動
対
応
」）―
の
ひ
と
つ
は
、
方
面
総
監
の
「
部
隊
運
用
決
定
」

に
資
す
る
情
報
収
集
を
行
い
、
方
面
総
監
の
「
目
と
な
り
、
耳
と
な
る
」
こ
と
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、

　
　
　
①�

方
面
総
監
の
「
状
況
判
断
」
に
資
す
る
当
該
地
域
の
気
象
、
地
形
、
被
害

等
に
関
す
る
情
報
の
収
集

　
　
　
②�

部
隊
の
災
害
派
遣
活
動
に
資
す
る
気
象
、
地
形
、
被
害
等
に
関
す
る
情
報

の
収
集

表３　〈衝撃期〉における岩手地本の対応例

14：50 発 佐藤亘・防衛事務官を連絡調整要員として県庁に派遣。

15：03 発 第９師団第９特科連隊（岩手駐屯地）LO（「連絡幹部」）県庁
に派遣。

15：05 着 県庁４階総合防災室着「情報収集」・「連絡調整」。

15：40 発 田村和則・防衛事務官、黒川憲広・２等陸曹を県庁に派遣。（佐
藤事務官の増援要員）

15：55 着 県庁４階総合防災室着「情報収集」・「連絡調整」。

16：10 頃 第９師団第９特科連隊（岩手駐屯地）LO（「連絡幹部」）県庁
に到着。じ後、岩手地本は逐次要員交代を重ねながら、県庁と
地方協力本部との「連絡調整」に当たる。

16：15 着 佐藤亘・防衛事務官、報告のため本部帰着。�
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表４　災害の時期区分

警報期�

突発型の災害とは異なり、洪水の危険性や伝染病の発生のように、比較的ゆっくりと
接近する災害においては、警報期は、災害対応行動の重要な一部を形成する。�
　①�警報と脅威にたいする人びとの反応には、懸念（不安）に対処する方法がみられる。�
　②�人びとが不安に対処する方法は、目前に迫ったインパクトにたいして、事前に明

確な対応を準備するといった形態をとる。�
したがってこの時期に、ある程度の不安が適切に存在することと、その不安に首尾よ
く対処することが災害のその後の段階において、有効な行動を導き出すのに役立つ。�

脅威期�

ある危険が差し迫っていることをしめす、他者からのコミュニケーションや接近しつ
つある災害それ自体の兆候に接触する時期。この段階で人びとは、以下の問題にたい
して決定を下さなければならない。
　①�危険は、いったいどのようにしておこるのか、そしてそれはどの程度差し迫った

ものなのか。
　②も�しかりにそれが起こった場合、またいかなる防御手段もとられることがなかっ

た場合には、どれぐらいの人びとが犠牲になるのだろうか。
　③自分はいったいどのような防御手段をとることができるのだろうか。
　④その防御手段は、はたしてどの程度有効なものとなりうるのか。
　⑤�そうした手段をとるのに必要なコスト（資金・時間・努力・不安・その他）は、

どの程度のものなのか。�

衝撃期�

被災者にたいする面接からえられたデータによれば、衝撃期における人びとの行動は
おどろくほど理性的で冷静なものである。パニックは、ごく限られた災害状況の―
たとえば急速に火の手が拡がる密室火災のような―もとでのみ起こる。この段階で
は、災害に見舞われた集団内部に、たいていの場合、災害ニーズを解消するための、
緊急的なリーダーシップが生起する。�

被害の
査定期�

衝撃後生存者は、自己のおかれた状況について理解するようになる。それにしたがっ
て、彼らはある程度、災害が生み出した大量破壊について知るようになる。この段階
では、無傷の人びとや軽傷者を中心に、被災者にたいする救助活動がおこなわれるが、
相対的に未組織的で、効果の薄いものである。また人びとの間に、�
　①社会的地位の区分の消滅、�
　②関心や情緒の共有、�
　③親しい友人同士のような行動、�
がみられるようになる。�

救助期�

負傷者の救助や消火活動などに活動がふり向けられる時期。多くの被災者たちの間に
かなりの期間にわたって呆然自失とした症状をしめす「災害症候群」がみられるよう
になる。この「災害症候群」は、個人的ストレスによって引き起こされるのではなく、
大災害という状況のもとでのみ見られる現象である。�

救援期�
生存者や被災地へ駆けつけた救援機関などによって、被災者や災害に見舞われたコ
ミュニティにたいする、計画的な救援活動がとられる時期。�

復興期�

被災後のコミュニティや人びとの間に、災害以前の均衡を回復し、新たな状況にたい
して適応をはかろうとする志向が生まれる時期。
しかし複興期の初期にみられたようなユートピア的な人間関係は、復興が進むにつれ
てしだいに消滅していき、階層的な社会的区分が再びあらわれてくる。�

（注）�本表は、D. W. Chapman, A Brief Introduction to Contemporary Disaster Research, pp．
7-22.の内容を基に作成した。本表は、災害時の各段階における人間及び社会の「対応」を類型化し
たものであり、災害の社会学的研究にとって重要な仮説的知見を構成している（田中伯知作成）。
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③�

災
害
派
遣
部
隊
か
ら
連
絡
幹
部
（
連
絡
将
校
、
Ｌ
Ｏ
）
が
派
遣
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
地
方
自
治
体
等
に
連
絡
員
を
派
遣
し
、
連

絡
業
務
の
実
施

で
あ
る
。
社
会
学
的
視
点
か
ら
見
て
、
特
に
災
害
の
「
衝
撃
期
」（
表
４
）
に
お
け
る
地
方
協
力
本
部
と
県
庁
（
を
始
め
各
市
町
村
）
等

の
行
政
組
織
と
の
連
絡
・
調
整
（「
組
織
間
対
応
」）
の
様
態
・
あ
り
方
は
、
そ
の
後
の
自
衛
隊
の
組
織
的
救
助
・
救
援
活
動
を
大
き
く
規

定
し
、
被
害
の
「
結
果
」
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
。

　
ま
た
、
地
震
・
津
波
、
伝
染
病
、
社
会
的
騒
擾
、
紛
争
、
対
称
戦
、
非
対
称
戦
（
テ
ロ
）
な
ど
の
災
害
因
（D

isa
ste

r A
g
e
n
ts

）
が

も
た
ら
す
社
会
シ
ス
テ
ム
の
機
能
の
停
止
や
崩
壊
は
、
社
会
学
（S

o
c
io

lo
g
y

）
を
始
め
社
会
科
学
（S

o
c
ia

l S
c
ie

n
c
e
s

）
全
体
の
理

論
や
手
法
を
実
証
的
観
点
か
ら
検
証
す
る
た
め
の
比
類
な
い
機
会
を
も
た
ら
す
。
本
稿
で
は
、
①
災
害
時
に
お
け
る
自
衛
隊
の
「
組
織
的

対
応
」
及
び
行
政
等
と
の
間
の
「
組
織
間
対
応
」
の
事
例
、
及
び
②
個
々
の
自
衛
官
の
「
対
応
」（
君
塚
栄
治
・
東
北
方
面
総
監
の
「
事

前
対
応
」
及
び
髙
橋
俊
哉
・
１
等
陸
佐
の
発
災
時
及
び
そ
の
後
の
「
対
応
」）
の
一
端
を
取
り
上
げ
た
。
詳
細
は
、
拙
著
『
陸
上
自
衛
隊

の
災
害
派
遣
の
社
会
学
的
分
析

―
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
及
び
熊
本
地
震
を
中
心
に

―
』（
早
稲
田
大
学
危
機
管
理
研
究
会
　

平
成
29
年
８
月
16
日
）
の
中
で
、
①
自
衛
隊
岩
手
地
方
協
力
本
部
（
本
部
、
盛
岡
募
集
案
内
所
、
宮
古
、
釜
石
、
一
関
、
北
上
、
二
戸
、

久
慈
の
各
地
域
事
務
所
等
）、
②
東
北
方
面
航
空
隊
、
③
東
北
方
面
通
信
群
本
部
中
隊
映
像
写
真
小
隊
、
並
び
に
④
第
９
高
射
特
科
大
隊
、

各
部
隊
・
隊
員
の
「
対
応
」（「
組
織
的
対
応
」
及
び
「
個
人
対
応
」）
を
取
り
上
げ
た
。

　
米
国
の
災
害
研
究
に
携
わ
る
社
会
科
学
者
の
多
く
は
、
災
害
時
に
お
け
る
人
間
や
集
団
の
行
動
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
①
社
会

学
、
文
化
人
類
学
、
並
び
に
他
の
社
会
科
学
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
体
系
化
さ
れ
た
諸
概
念
を
、
災
害
時
の
人
間
現
象
に
応
用
し
、

②
そ
れ
に
よ
っ
て
、
社
会
科
学
に
お
け
る
既
存
の
作
業
概
念
の
敷
衍
と
批
判
と
を
試
み
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、
災
害
研
究
に
極
め
て
学

際
的
視
点
が
求
め
ら
れ
る
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
災
害
研
究
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
方
法
論
や
技
術
、
さ
ら
に
そ
の
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基
本
的
論
理
構
造
自
体
、
社
会
科
学
一
般
の
そ
れ
と
共
通
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
現

在
の
段
階
で
は
、
災
害
研
究
の
方
法
と
呼
べ
る
特
殊
な
戦
略
や
独
自
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
（
田
中
伯
知
編
著

『
災
害
と
軍
事
革
命

―
危
機
管
理
の
論
理

―
』
自
由
社
　
平
成
十
七
年
一
月
三
十
一
日
　
参
照
）。

　
先
の
自
衛
隊
の
組
織
的
対
応
、
組
織
間
対
応
を
取
り
扱
っ
た
諸
事
例
は

―
学
術
的
に
は

―
、
社
会
シ
ス
テ
ム
の
崩
壊
を
生
み
出
す

災
害
へ
の
「
事
前
対
応
」
を
練
る
と
い
う
、喫
緊
の
課
題
に
取
り
組
む
（
領
域
社
会
学
、専
門
別
社
会
学
と
し
て
の
）「
危
機
管
理
の
社
会
学
」

（S
o
c
io

lo
g
y
 o

f E
m

e
rg

e
n
c
y
 M

a
n
a
g
e
m

e
n
t

）
の
概
念
、
仮
説
、
理
論
（「
中
範
囲
理
論
」）
を
汲
み
取
る
た
め
の
重
要
な
「
証
例
」

と
成
る
（
田
中
伯
知
『
陸
上
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
の
社
会
学
的
分
析

―
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
及
び
熊
本
地
震
を
中
心
に

―
』

早
稲
田
大
学
危
機
管
理
研
究
会
　
平
成
29
年
８
月
16
日
　
参
照
）。

　
一
般
に
、
災
害
社
会
学
（D

isa
ste

r S
o
c
io

lo
g
y

）
の
視
点
か
ら
、
自
衛
隊
の
組
織
的
対
応
、
組
織
間
対
応
を
取
り
扱
っ
た
研
究
は

希
で
あ
る
。
我
が
国
で
は
、
事
実
上
、
ま
っ
た
く
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
。
本
研
究
の
意
義
は
、「
首
都
直
下
型
地
震
」、「
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
」
等
来
る
べ
き
大
地
震
・
大
災
害
へ
の
「
備
え
」
を
促
し
、
そ
の
対
応
の
一
環
と
し
て
、
実
証
的
観
点
か
ら
自
衛
隊
の
積
極
的
「
運

用
」
を
検
証
す
る
点
に
あ
る
。
本
稿
は
、
戦
後
、
唯
物
論
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
思
想
に
立
脚
し
、
反
日
思
想
を
反
映
し
た
自
衛
隊
に
対
す

る
否
定
的
言
説
へ
の
反
駁
で
も
あ
る
（
写
真
１
）。

　
今
日
で
は

―
阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
の
神
戸
市
・
自
治
労
の
よ
う
に

―
、
左
翼
・
反
体
制
派
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
も
っ
て
、
自
衛

隊
の
活
動
は
も
と
よ
り
、
自
衛
隊
の
「
災
害
派
遣
」
活
動
を
否
定
す
る
自
治
体
は
少
な
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
（
田
中
伯
知
『
災
害
と
自

衛
隊

―
危
機
管
理
の
論
理

―
』
芦
書
房

　
平
成
10
年
１
月
17
日�
参
照
）。
元
・
中
部
方
面
総
監
・
松
島
悠
佐
陸
将
（「
阪
神
・
淡
路

大
震
災
」
発
災
時
の
自
衛
隊
最
高
指
揮
官
）
は

―
発
災
当
初
の
兵
庫
県
庁
の
対
応
を
思
い
浮
か
べ
る
か
の
よ
う
に

―
、「
そ
の
よ
う

な
自
治
体
で
あ
っ
て
も
、
災
害
が
起
こ
れ
ば
結
局
自
衛
隊
の
組
織
力
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
自
治
体
幹
部
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
や
主
義
・
思
想
が
回
り
ま
わ
っ
て
被
災
者
に
対
す
る
救
援
の
あ
り
方
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
さ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
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指
摘
し
て
い
る
（『
大
震
災
へ
の

備
え

―
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か

ら
二
十
年
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

四
年
、
大
震
災
対
処
は
ど
の
よ
う

に
変
わ
っ
た
の
か

―
』
内
外
出

版
　
平
成
27
年
３
月
10
日
　
51
～

52
頁
）。

　
じ
後
、
髙
橋
俊
哉
・
本
部
長
は
、

東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
発
生

以
降
、
自
衛
隊
の
「
災
害
派
遣
」

の
全
期
間
（「
衝
撃
期
」、「
被
害

の
査
定
期
」、「
救
助
期
」、「
救
援

期
」）（
表
４
）
に
わ
た
り
、
岩
手

県
庁
を
始
め
各
行
政
機
関
・
組
織

等
と
の
「
連
絡
」、「
調
整
」、「
情

報
収
集
活
動
」等
に
あ
た
る
一
方
、

自
衛
隊
の
救
援
活
動
に
対
す
る
国

民
の
理
解
と
協
力
を
訴
え
た
。

　
自
衛
隊
岩
手
地
方
協
力
本
部
広

写真１　平成30年７月12日、練馬文化センターで行われた初代陸上総隊司令官・小

林茂陸将の講演資料（「あらゆる緊急事態に備えて！―陸上総隊新編と首都東京の

危機管理―」）。自衛隊の救助・救援活動を時系列に詳しく汲み取ることが出来る。

地震発生以来、全自衛隊員は一丸となり、それぞれの任務を全うした。とくに、救

援の主力を担う第一線部隊では、指揮官を始め全隊員が「フロ」にもほとんど入れず、

厳しい自然条件と「戦闘糧食」（「カンパン」やかたちばかりの副食が添えられた「パッ

クめし」等）に耐えながら、懸命に被災者と向き合っていた。①「衝撃期」の懸命な「人

命救助」、②被災者が生きぬくための「水」、「炊き出し」等の支援、③「入浴」の支援、

④「生活物資の輸送」、⑤「道路の啓開」、⑥「避難所や自宅での巡回診断」、⑥「行

方不明者の捜索」、⑦「音楽隊による慰問活動」、⑧「夜間巡察などの被災地の警備活動」

等々に当った。
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報
誌
（『
岩
手
地
方
協
力
本
部
　
か
わ
ら
版
』）
第
1
号
に
、
次
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
る
。

　
３
月
11
日
、
午
後
２
時
46
分
、
国
内
観
測
史
上
最
大
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
の
地
震
が
発
生
。
太
平
洋
沿
岸
に
大
津
波
が
押

し
寄
せ
た
。
岩
手
地
方
協
力
本
部
は
、
地
震
が
発
生
す
る
と
直
ち
に
県
、
担
当
市
役
所
・
町
村
役
場
に
連
絡
員
を
配
置
し
、
派
遣
部

隊
主
力
が
到
着
す
る
ま
で
勤
務
し
た
。
岩
手
駐
屯
各
部
隊
は
、
速
や
か
に
災
害
派
遣
準
備
を
行
い
、
災
害
の
甚
大
な
各
担
当
隊
区
に

駆
け
つ
け
た
（「
衝
撃
期
」
に
お
け
る
「
行
政
」
と
「
防
衛
省
自
衛
隊
岩
手
地
方
協
力
本
部
」
と
の
「
組
織
間
対
応
」《
調
整
》
を
示

す
事
例
）。
陸
自
は
当
初
、
被
災
地
域
で
情
報
収
集
、
人
命
救
助
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
、
給
食
・
給
水
活
動
等
を
実
施
。
引
き
続

き
人
員
・
物
資
輸
送
、
入
浴
等
の
生
活
支
援
活
動
を
実
施
中
で
あ
る
。
未
曾
有
の
被
害
に
よ
り
災
害
派
遣
活
動
は
、
長
期
化
が
予
想

さ
れ
る
が
、
自
衛
隊
は
、
国
民
と
一
体
と
な
っ
て
復
興
に
向
け
活
動
中
で
あ
る
（
平
成
23
年
３
月
30
日
）。

　
自
衛
隊
岩
手
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
髙
橋
俊
哉
１
等
陸
佐
）
は
、
未
曾
有
の
大
災
害
と
被
害
を
前
に
「
国
民
」
の
協
力
を
訴
え
、

他
方
、
沿
岸
部
で
危
険
で
厳
し
い
任
務
に
就
く
（
北
海
道
か
ら
沖
縄
の
）
各
駐
屯
地
か
ら
救
援
に
駆
け
つ
け
た
「
派
遣
部
隊
・
隊
員
」
の

志
気
を
鼓
舞
し
、
同
時
に
隊
員
の
「
留
守
家
族
」
へ
の
感
謝
と
慰
労
の
言
葉
を
残
し
た
。
ま
さ
に
、
自
衛
隊
こ
そ
国
民
の
「
最
後
の
砦
」

で
あ
っ
た
。

　
震
災
の
悲
惨
な
現
状
に
直
面
し
て
「
心
」
に
深
い
傷
を
負
う
隊
員
が
垣
間
見
ら
れ
る
中
で
、髙
橋
俊
哉
１
等
陸
佐
は
、次
の
よ
う
に
「
災

害
派
遣
」
に
携
わ
っ
た
多
く
の
仲
間
の
自
衛
官
を
気
遣
っ
て
い
る
。

　「
人
は
、
非
常
時
に
は
強
い
緊
張
感
を
保
つ
こ
と
が
出
来
る
。
大
事
な
こ
と
は
、
任
務
が
終
了
し
、
現
場
を
離
れ
普
段
の
生
活
に
も
ど
っ

た
後
だ
」。

　
震
災
後
、
髙
橋
俊
哉
１
等
陸
佐
は
防
衛
省
防
衛
研
究
所
―
目
黒
駐
屯
地
―
に
転
属
（
平
成
24
年
８
月
１
日
付
）
し
、
主
任
研
究
官
と
し
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写真２－１　岩手花巻空港付近の道路事情。盛岡方面へ向かう途中。車の「渋滞」

はなく、トラック等の貨物車が目立つ。「阪神・淡路大震災」（平成７年１月17日５

時46分）等の経験から、発災後、一時、緊急車両以外の乗り入れ（利用）が制限さ

れていたためか、車の流れは順調であった（被災地救援の「人」、「もの」の確保に

向け、地震・津波、道路事情、被災地の状況等を細かく観察・分析し、状況を適宜

判断し、「規制」の緩和がはかられた）。元陸上自衛隊中部方面総監・松島悠佐陸将（「阪

神・淡路大震災」発災時の自衛隊最高指揮官）によると、「震災直後から発生した被

災地における交通渋滞は四～五ケ月続き、あらゆる救援活動の妨げになっていたの

だが、国としての対策は何ら採られなかった」（『大震災への備え――阪神・淡路大

震災から二十年、東日本大震災から四年、大震災対処はどのように変わったのか――』

内外出版 平成27年３月10日）と指摘している。貴重な記録である。まるで、神戸は「空

爆」を受けたような被害を呈していた（田中伯知 『災害と自衛隊―危機管理の論

理―』 芦書房 平成10年１月17日 参照）。当時、神戸、淡路等における自衛隊の懸

命な救助・救援活動は、多くの国民の心を捉えた。発災時における社会党（現・社

民党）村山富市首相（政権）の稚拙な対応（「なにぶんはじめてのことで、朝も早かっ

たものですから」）とあいまって、社会党政権の災害対応は、国民の「怒り」を生み、

その後、社会党が解党（「消滅」）する要因の一端となった（田中伯知『陸上自衛隊

の災害派遣の社会学的分析――東北地方・太平洋沖地震及び熊本地震を中心に――』

早稲田大学危機管理研究会 平成29年８月16日 参照）。

 田中伯知撮影（2011年４月４日11時10分）
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て
、
本
震
災
の
教
訓
を
ふ
ま
え
た
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
防
衛

省
・
自
衛
隊
の
対
応
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
に
参
画
し
、
甚
大

な
被
害
が
予
測
さ
れ
て
い
る
「
首
都
直
下
型
地
震
」
や
「
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
」
へ
の
官
民
あ
げ
て
の
備
え
（
事
前
準
備
）
の
必

要
性
を
訴
え
て
い
る
。『
我
わ
れ
に
残
さ
れ
た
時
間
は
少
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
』。
こ
れ
は
、
日
本
を
想
う
髙
橋
１
等
陸
佐
の
心

の
声
で
あ
る
。（
な
お
、
髙
橋
１
等
陸
佐
が
か
つ
て
連
隊
長
を
務

め
た
第
８
特
科
連
隊
〈
北
熊
本
駐
屯
地
〉
は
、
平
成
28
年
４
月
14

日
発
生
の
熊
本
地
震
に
際
し
、
熊
本
県
宇
城
市
、
宇
土
市
、
及
び

阿
蘇
地
域
に
展
開
し
、
人
命
救
助
、
生
活
支
援
等
に
当
っ
て
い
る
）

（
写
真
２
～
６
）。

　
第
２
節

　
　
米
国
の
救
援

―
「
ト
モ
ダ
チ
」
作
戦

　
他
方
、
日
本
か
ら
１
３
０
０
㌔
近
く
離
れ
た
太
平
洋
上
の
米
・

原
子
力
空
母
「
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
」（
排
水
量
、
満
載

１
０
１
，１
４
２
９
ト
ン
）
の
艦
内
で
は
、
艦
長
の
ト
ム
・
バ
ー

ク
大
佐
（
そ
の
後
、
米
・
海
軍
作
戦
本
部
艦
隊
即
応
課
長
）
が
Ｃ

Ｎ
Ｎ
の
テ
レ
ビ
映
像
の
前
に
、
く
ぎ
付
け
と
な
っ
て
い
た
。
米
国

写真２－２　岩手花巻空港から盛岡方面へ向かう途上。ガソリン等様々な物資が運

ばれている。 田中伯知撮影（2011年４月４日11時21分）
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写真３　自衛隊岩手地方協力本部・本部長髙橋俊哉（１等陸佐）に面会後、当日の

調査の打ち合わせを行う著者（田中伯知）。当時、大地震・大津波に襲われた東北地方・

太平洋沿岸―とくに三陸沿岸―は壊滅的被害に見舞われるなど、未曾有の大破

壊のもとにあった。当然、調査地域であった岩手県沿岸も同様であった。岩手県に

入るため、JAL（日本航空）の臨時運行便を使った（東京国際空港：羽田⇔岩手花

巻空港）。当時、JALは「東北」を孤立させないため「首都圏」との「連絡」を確保し、

未曾有の大災害に見舞われた「東北」を懸命に励まし、支えていた（「わが国の航空

会社がとった組織的対応の例」、『早稲田大学高等学院・研究年誌』第62号）。岩手花

巻空港で、岩手地本の日野原実・副本部長（防衛事務官）、高橋和典・防衛事務官の

出迎えを受けた。空港では―災害の厳しさを象徴するかの如く―、この季節と

しては珍しく「小雪」が激しく舞っていた。途中、盛岡に至る高速道路の事情（「渋滞」）

等の確認を行いながら、盛岡の岩手地本・本部に到着した。途中、岩手市内を含め

車両の流れはいたって順調であった。本部長の細やかな心遣いと防衛庁自衛隊の方々

の協力のもと、沿岸部での「調査」は滞りなく進んだ。「自衛隊」という組織の「目」

（「人」）を通した視点から「震災」の記録を残すのが、私の社会学的調査の主要な目

的である。この作業を通して、日本の安全と平和にとって、いかに、自衛隊が重要

な責任と役割を担っているのかを、「現実的」（学術的用語を使えば、「実証的」）観

点から、そして被災された方々の気持ちを推し量ることを忘れず、現在と未来の日

本人に伝え残したいと思うからである。 （2011年４月４日）
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に
と
っ
て
、
西
太
平
洋

地
域
は
も
と
よ
り
、
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
全

体
の
中
で
最
も
重
要
な

同
盟
国
で
あ
り
、ま
た
、

朝
鮮
半
島
や
大
陸
に
対

す
る
米
軍
の
重
要
な

「
作
戦
拠
点
そ
し
て
兵

站
支
援
基
盤
で
あ
る
日

本
」
が
か
っ
て
な
い
巨

大
地
震
と
大
津
波
と
に

襲
わ
れ
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。
事
態
の
緊
迫
性

は
疑
い
の
余
地
も
な

か
っ
た
。
バ
ー
ク
大
佐

は
、
巨
大
地
震
・
津
波

に
襲
わ
れ
た
極
東
の
同

盟
国
（「
日
本
」）
の
現

状
を
前
に
、
洋
上
の
原

写真４　岩手県宮古市「田老」地区周辺。万里の長城と呼ばれた防潮堤に向かう途中、

陸上自衛隊車両と頻繁にすれちがう。直に、被災地の「空気」そのものが伝わって

くる。テレビや新聞から得られるものとはまるで違う。既に、自衛隊によって道路

の「啓開」作業も完了されており、道路脇の瓦礫等も丁寧に片づけられている。困

難な「災害派遣」が長引く中、この地区の遺体捜索が地道に、入念に行われた印で

もある。自衛隊は、「福島原発」事故への対応はもとより、東北地方・太平洋沿岸の

すべての地域で、救助・救援活動の主力を担った。大津波の破壊の大きさを物語る

ように、道路沿いの至る所でなぎ倒された灌木など、その痕跡や爪痕が多数見られ

る（印の部分）。いずれにせよ、被災後の「田老」地区の状況は、自衛隊の懸命な救助・

捜索活動の様子とその能力と志気の高さを映し出している。運転中の中川原秀治・

２等陸曹の背後から撮影。 田中伯知撮影　（2011年４月４日　16時16分）

懸命に救援活動に当たる陸上自衛

隊。自衛隊の活発な活動は、被災

地の治安維持にも貢献し、地域の

人びとの心に安心感、安定感をも

たらす。
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子
力
空
母
か
ら
上
司
の
ロ

バ
ー
ト
・
ギ
リ
ア
少
将（
司

令
官
）
と
日
本
の
「
被
災

状
況
」
に
関
す
る
認
識
の

統
一
を
は
か
り
な
が
ら
、

同
時
に
部
隊
運
用
の
構
想

に
つ
い
て
積
極
的
に
「
意

見
具
申
」を
行
っ
て
い
た
。

（
因
み
に
、
米
軍
の
日
本

国
に
お
け
る
作
戦
拠
点
と

し
て
は
、
三
沢
、
横
須
賀
、

沖
縄
等
が
あ
り
、
作
戦
部

隊
が
駐
留
し
て
い
る
。
兵

站
支
援
基
盤
と
し
て
は
、

相
模
原
が
知
ら
れ
て
お

り
、
戦
時
に
備
え
装
備
品

が
備
蓄
さ
れ
て
い
る
。
補

給
品
の
区
分
と
し
て
は
、

第
一
補
給
品
（
糧
食
）、

写真５　東北各地の被災地は、今も懸命に立ち上がろうとしている。写真は、震災

後すでに３年半以上の年月が過ぎた宮城県の「女川漁港」周辺の旧市街地の状況で

ある。女川町の復興計画では、住宅の高台移転が企図されている。倒壊した建物は、「江

島共済会館」のビルである。陸上自衛隊第２師団（師団司令部・旭川市）は、おも

に岩手県北部沿岸を中心に救援活動に携わったが、同師団は岩手県での任務（支援

活動）を終了した後も、北海道へは帰隊せず、宮城県女川町・石巻市・東松島市に

移動し、５月18日以降、上記被災地域において住民の生活支援に当った。同写真は、

女川の旧市街地の地震・津波被害後の状況である。＊第２師団の「災害派遣」の概

要及び成果・実績等については、「いざ、東北沿岸へ―自衛隊岩手地方協力本部・

本部長と共に、自衛隊かく闘えり（その６）―」（早稲田大学高等学院・研究年誌　

第62号）を参照のこと（「早稲田大学リポジトリ」からも、閲覧可能）。

 田中伯知撮影（2014年10月５日16時15分）
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第
二
補
給
品
（
電
池
、
被
服
等
の
消
耗
品
）、
第
三
補

給
品
（
燃
料
）、
第
四
補
給
品
（
築
城
資
材
）、
第
五
補

給
品
（
弾
薬
）、
第
六
補
給
品
（
嗜
好
品
、
日
常
品
）、

第
七
補
給
品
（
戦
車
、火
砲
、車
両
等
の
編
制
装
備
品
）、

第
八
補
給
品
（
衛
生
資
材
）、
第
九
補
給
品
（
整
備
用

備
品
）、
第
十
補
給
品
（
地
図
、
水
）
で
あ
る
。
ま
た

米
海
軍
は
大
き
く
は
、
①
艦
隊
総
軍
〈
か
っ
て
の
大
西

洋
艦
隊
〉、
太
平
洋
艦
隊
、
欧
州
海
軍
な
ど
か
ら
編
成

さ
れ
て
お
り
、
太
平
洋
艦
隊
の
司
令
部
は
ハ
ワ
イ
の
ホ

ノ
ル
ル
に
置
か
れ
て
い
る
。
太
平
洋
艦
隊
は
、
主
に
第

３
艦
隊
と
第
７
艦
隊
か
ら
編
成
さ
れ
て
お
り
、
第
３
艦

隊
は
、
お
も
に
東
太
平
洋
を
担
当
し
、
第
７
艦
隊
は
、

お
も
に
ハ
ワ
イ
よ
り
西
の
太
平
洋
か
ら
イ
ン
ド
洋
ま
で

を
担
当
と
し
て
い
る
。
第
７
艦
隊
の
母
港
は
、
神
奈
川

県
横
須
賀
市
に
あ
り
、
旗
艦
は
、ブ
ル
ー
リ
ッ
ジ
で
あ

る
。原
子
力
空
母「
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
」
は
、
こ
の

第
７
艦
隊
に
所
属
し
て
い
る
）。

　
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
発
生
後
、「
ロ
ナ
ル
ド
・

レ
ー
ガ
ン
」
は
他
７
隻
の
艦
船
と
共
に
日
本
に
対
す
る

写真６　熊本地震における陸上自衛隊の災害派遣活動の例。宮崎港における「端末

地業務」。「端末地業務」とは、港湾、駅、空港において、誘導、検数（数量、損傷

のチェック）、通関支援、役務検査等を行うこと。具体的例として、①港湾：民間フェ

リーへの戦車の乗船、②駅：貨車への装備品、戦車、火砲の積載、③空港：航空自

衛隊輸送機への貨物搭載等がある。陸上自衛隊では輸送科職種が担当している。こ

うした「端末地業務」は、自衛隊の優れた「自己完結性」の一つである。

 陸上自衛隊撮影
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支
援
活
動
【
ト
モ
ダ
チ
作
戦
】
に
従
事
し
、関
東
か
ら
東
北
地
方
の
沖
合
一
帯
に
展
開
し
た
。
２
０
１
１
年
４
月
４
日
、「
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー

ガ
ン
」
は
【
ト
モ
ダ
チ
作
戦
】
の
任
務
を
終
了
し
た
。

　『
産
経
新
聞
』
は
、
こ
の
時
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
（「
米
空
母
救
援
　
異
例
の
現
場
独
断
　
あ
の
日
そ
し
て
５
年
（
そ
の

９
）」
２
０
１
６
年
３
月
９
日
）。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
２
日
後
の
平
成
23
年
３
月
13
日
。
米
原
子
力
空
母
「
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
」
は
日
本
か
ら
１
３
０
０
㌔
近

く
離
れ
た
太
平
洋
上
を
航
行
し
て
い
た
。
米
韓
合
同
演
習
に
向
か
う
途
中
だ
っ
た
。
艦
長
だ
っ
た
ト
ム
・
バ
ー
ク
氏
・
・
・
は
、
艦

内
で
Ｃ
Ｎ
Ｎ
テ
レ
ビ
の
映
像
に
く
ぎ
付
け
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
を
中
核
と
す
る
部
隊
の
司
令
官
だ
っ
た

ロ
バ
ー
ト
・
ギ
リ
ア
氏
に
連
絡
し
た
。『（
被
災
地
の
周
辺
海
域
に
）
向
か
う
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
が
、
ど
う
で
す
か
』。
す
る
と
ギ

リ
ア
氏
か
ら
『
よ
し
行
こ
う
』
と
の
返
事
が
返
っ
て
き
た
。
13
日
中
に
は
仙
台
沖
に
到
着
。
同
日
中
に
早
く
も
艦
内
で
は
、
自
衛
隊

側
と
の
調
整
会
議
が
開
か
れ
、
ヘ
リ
に
よ
る
物
資
の
運
搬
、
捜
索
、
救
出
に
加
え
て
自
衛
隊
ヘ
リ
へ
の
給
油
も
始
ま
っ
た
。
こ
れ
を

後
追
い
す
る
よ
う
に
、
日
本
へ
の
急
行
と
、
人
道
支
援
活
動
の
正
式
な
命
令
が
出
た
の
は
翌
14
日
。
バ
ー
ク
氏
と
ギ
リ
ア
氏
の
判
断

と
行
動
は
軍
組
織
で
は
ま
れ
な
『
独
断
専
行
』
だ
っ
た
の
だ
（
傍
線
は
田
中
に
よ
る
）。

　
さ
ら
に
、
同
紙
（「
同
記
事
」）
は
米
軍
の
日
本
救
援
と
自
衛
隊
と
の
連
携
の
一
端
（
模
様
）
を
以
下
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

　
12
日
に
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
の
１
号
機
の
原
子
炉
建
屋
が
水
素
爆
発
し
、
14
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
３
号
機
と
４
号
機
の
原

子
炉
建
屋
も
水
素
爆
発
。
在
日
米
大
使
館
は
日
本
時
間
の
17
日
未
明
、
原
発
か
ら
半
径
80
㌔
圏
内
に
い
る
米
国
人
に
退
避
勧
告
を
出
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し
た
。
後
に
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
の
乗
組
員
ら
が
被ひ

ば
く爆

し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
、
乗
組
員
ら
は
東
電
な
ど
を
相
手
に
訴
訟
を
起

こ
し
た
が
、
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
身
を
て
い
し
て
の
救
援
活
動
だ
っ
た
の
だ
。
米
海
兵
隊
中
佐
（
現
在
は
笹

川
平
和
財
団
米
国
の
研
究
員
）
で
、
防
衛
研
究
所
（
東
京
都
目
黒
区
）
に
留
学
中
だ
っ
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ケ
ン
ド
ー
ル
氏
・
・
・
は

震
災
翌
日
の
３
月
12
日
、「
横
田
基
地
へ
行
け
」
と
命
令
を
受
け
た
。
横
田
基
地
に
は
沖
縄
か
ら
海
兵
隊
が
集
結
。「
彼
ら
と
一
緒
に

仙
台
へ
行
け
。
自
衛
隊
が
求
め
る
手
助
け
を
何
で
も
し
ろ
」。
使
用
不
能
だ
っ
た
仙
台
空
港
を
再
開
さ
せ
、
救
援
物
資
の
輸
送
な
ど

を
自
衛
隊
と
の
間
で
調
整
す
る
こ
と
が
任
務
だ
っ
た
。
宮
城
県
の
石
巻
市
や
女
川
町
な
ど
の
被
災
地
を
回
り
、
被
害
状
況
の
把
握
に

努
め
た
。「
海
岸
地
域
で
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
流
さ
れ
、
ま
る
で
巨
大
な
手
で
全
て
が
掃
き
出
さ
れ
た
よ
う
だ
っ
た
。
イ
ラ
ク
で
見

た
砂
漠
の
よ
う
に
思
え
た
」。
日
米
共
同
演
習
を
除
い
て
、
米
軍
と
自
衛
隊
員
の
多
く
が
現
場
で
一
緒
に
活
動
・
交
流
し
た
こ
と
が

な
く
、
自
衛
隊
と
の
調
整
と
連
絡
に
当
初
は
苦
労
し
た
。
だ
が
、
次
第
に
現
場
で
米
軍
兵
士
と
自
衛
隊
員
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
て

い
く
。
ケ
ン
ド
ー
ル
氏
は
「
私
の
調
整
を
必
要
と
し
な
い
ほ
ど
ま
で
協
力
関
係
が
構
築
」
と
振
り
返
っ
た
。

　
あ
れ
か
ら
５
年
。
ケ
ン
ド
ー
ル
氏
は
「『
ト
モ
ダ
チ
作
戦
』
は
日
米
双
方
に
、
頭
で
は
な
く
心
と
感
情
で
関
係
の
重
要
さ
を
感
じ

さ
せ
た
」
と
話
す
。
バ
ー
ク
氏
は
日
本
人
の
整
然
と
し
た
姿
を
思
い
出
す
と
い
う
。「
日
本
人
の
文
化
は
並
外
れ
て
い
る
。
物
資
を

積
ん
だ
ヘ
リ
が
到
着
し
て
も
、
誰
も
走
り
寄
っ
て
こ
ず
、
整
列
し
て
礼
儀
正
し
く
受
け
取
る
。
震
災
か
ら
５
年
と
い
う
節
目
は
、
日

米
の
結
び
つ
き
を
回
顧
し
、
さ
ら
に
強
化
す
る
、
い
い
機
会
だ
」。

　「
米
軍
の
目
標
は
明
確
だ
っ
た
。
そ
れ
が
あ
の
仙
台
の
奇
跡
を
可
能
に
し
た
」。
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
わ
ず
か
33
日
で
民
間

機
が
離
陸
す
る
ま
で
に
復
活
し
た
仙
台
空
港
。
当
時
、
陸
上
自
衛
隊
国
際
防
衛
協
力
室
長
と
し
て
、
米
軍
と
の
調
整
を
担
っ
た
笠
松

誠
１
佐
（
50
）
＝
現
・
陸
自
西
部
方
面
総
監
部
情
報
部
長
＝
は
こ
う
振
り
返
っ
た
。
笠
松
１
佐
が
仙
台
空
港
に
到
着
し
た
の
は
震
災

か
ら
１
週
間
後
の
平
成
23
年
３
月
18
日
。
空
港
は
ま
だ
水
に
つ
か
っ
た
ま
ま
で
、「
機
能
回
復
に
は
少
な
く
と
も
半
年
は
か
か
る
だ

ろ
う
」
と
感
じ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
米
軍
代
表
ら
と
の
会
議
で
笠
松
１
佐
は
米
軍
側
の
「
仙
台
空
港
を
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
に
す
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る
」
と
い
う
強
い
意
気
込
み
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
た
と
い
う
。
笠
松
１
佐
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
場
面
が
あ
る
。
空
港
敷
地
内
に
流

れ
着
い
た
乗
用
車
を
米
海
兵
隊
員
が
重
機
で
効
率
的
に
処
理
し
よ
う
と
し
た
際
、「
一
台
一
台
に
オ
ー
ナ
ー
が
い
る
。
日
本
流
に
丁

重
に
扱
え
」
と
隊
長
が
制
止
し
た
こ
と
だ
。
笠
松
１
佐
は
こ
の
米
軍
の
行
動
に
思
う
。「
同
様
の
自
然
災
害
が
お
き
て
も
さ
ら
に
強

力
な
連
携
が
実
現
で
き
る
は
ず
だ
」。

　
ト
モ
ダ
チ
作
戦
は
４
月
に
入
り
、新
学
期
の
授
業
が
始
ま
ら
な
い
学
校
の
体
育
館
で
も
行
わ
れ
て
い
た
。「
変
わ
っ
た
風
景
で
し
た
。

身
長
１
８
０
㌢
は
軽
く
あ
る
よ
う
な
ご
つ
い
男
た
ち
が
、
高
校
生
と
一
緒
に
、
乾
い
て
こ
び
り
つ
い
た
泥
を
不
器
用
そ
う
に
ほ
う
き

で
か
い
て
い
る
ん
で
す
か
ら
」。
第
二
〇
普
通
科
連
隊
（
山
形
）
の
橋
本
和
彦
３
佐
（
48
）
＝
当
時
・
第
６
師
団
司
令
部
訓
練
幹
部

＝
は
こ
う
語
る
。
米
軍
約
60
人
は
小
中
高
12
校
の
が
れ
き
や
泥
の
除
去
以
外
に
、「
ソ
ウ
ル
ト
レ
イ
ン
（
魂
を
込
め
た
鉄
道
復
旧
）

作
戦
」
と
命
名
し
、
Ｊ
Ｒ
仙
石
線
の
駅
の
復
旧
に
も
従
事
。
米
軍
は
３
人
で
３
０
０
㌔
は
あ
る
自
販
機
を
駅
構
内
か
ら
運
び
出
す
な

ど
力
仕
事
が
得
意
な
反
面
、
細
か
い
作
業
は
苦
手
な
印
象
を
受
け
た
が
、「
被
災
地
の
た
め
に
何
か
を
し
よ
う
と
い
う
思
い
は
ひ
し

ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
た
」。

　
第
３
節

　
　
災
害
の
社
会
的
機
能

―
災
害
は
「
物
事
の
本
質
」
を
照
ら
し
出
す
、
東
ア
ジ
ア
の
軍
事
・
国
際
情
勢

―

　
地
震
発
生
に
伴
い
、
ロ
シ
ア
、
中
国
等
（
日
本
）
周
辺
諸
国
の
軍
事
的
対
応
も
活
発
と
な
っ
た
。
例
え
ば
、
地
震
発
生
か
ら
10
日
後
の

３
月
21
日
、
ロ
シ
ア
空
軍
の
ス
ホ
イ
Ｓ
ｕ
27
戦
闘
機
（
複
座
型
43
号
機
）
と
同
ア
ン
ト
ノ
フ
Ａ
ｎ
12
型
電
子
戦
機
（
７
号
機
）
各
１
機
が

東
北
、
北
陸
沖
の
日
本
海
に
飛
来
し
、
わ
が
国
領
空
に
接
近
し
た
た
め
、
航
空
自
衛
隊
の
北
部
航
空
方
面
隊
と
中
部
航
空
方
面
隊
の
Ｆ
15

戦
闘
機
な
ど
が
緊
急
発
進
（
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
）
な
ど
の
対
応
を
と
っ
て
い
る
。
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
発
生
直
後
（「
衝
撃
期
」「
被

害
の
査
定
期
」「
救
助
期
」「
救
援
期
」）
の
段
階
で
、中
国
と
ロ
シ
ア
は
日
本
に
対
す
る
軍
事
的
示
威
行
為
を
活
発
に
繰
り
返
し
た
（
図
１
、
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表
５
）。

　
被
災
地
で
は
、
陸
・
海
・
空
３
自
衛
隊
を
核
に
、
警
察
、
消
防
、
海
上
保
安
庁
の
各
部
隊
、
各
地
域
の
消
防
団
等
に
よ
る
懸
命
な
救
援

表５　中国・ロシアの軍事的示威行為

３月 11 日午後２時 46 分　地震発生

　　①３月 17 日　ロシア機 IL － 20 型　１機

　　②３月 21 日　ロシア機 Su － 27 型　１機

　　　３月 21 日　ロシア機 An － 12 型　１機

　　③３月 29 日　ロシア機 IL － 20 型　１機

　　④�３月 26 日　東シナ海中部海域で警戒監視中の護衛艦「いそゆき」に対し
て中国・航空機が接近、周回。

　　⑤�４月１日　東シナ海中部海域で警戒監視中の護衛艦「いそゆき」に対し
て中国・航空機が接近、周回。

　　⑥�５月５日　上対馬の東約 45 キロを南西進するロシアのミサイル駆逐艦２
隻を確認。

　　⑦�５月５日　宗谷岬の西約 170 キロを北東進するロシアの原子力潜水艦２
隻を確認。

　　⑧�５月 19 日　下対馬の南西約 100 キロを北東進するロシアの駆逐艦１隻を
確認。

　　⑨５月 26 日　ロシア IL － 20 型　１機

　　⑩６月１日　ロシア IL － 20 型　１機

　　⑪�６月８日　宮古島の北東約 100 キロを東シナ海から太平洋に向けて中国
のミサイル艦３隻等、計５隻が南東進。同日、同海域で中国の補給艦等、
計３隻を確認。

　　⑫�６月９日　宮古島の北東約 100 キロを東シナ海から太平洋に向けて南東
進する中国のフリゲート艦３隻を確認。

　　⑬�６月 10 日　下対馬の南西約 100 キロを北東進するロシアのウダロイ１級
ミサイル駆逐艦２隻を確認。

　　⑭�６月 23 日　宮古島の北東約 110 キロを東シナ海に向けて北西進する中国
のミサイル駆逐艦３隻等、計 11 隻を確認。

　　⑮７月４日　中国 Y－８（情報収集機型）　１機

　　⑯７月７日　中国 Y－９（情報収集機型）　１機

　　⑰�７月 27 日　下対馬の西約 50 キロの海域を北東進する中国のフリゲート
艦等２隻を確認。

　　⑱７月 30 日　中国 Y－８（情報収集機型）　１機

　　⑲�８月５日　沖縄本島の北西約 500 キロの東シナ海中部海域で中国のフリ
ゲート艦等２隻を確認。

　　⑳�８月９日　上対馬の東約 50 キロを南西進する中国のフリゲート艦等２隻
を確認。

　　㉑８月 12 日　ロシア IL － 20 型　１機

　　㉒８月 24 日　ロシア TU － 22 型　１機

（平成 23 年〈2011 年〉８月 25 日現在）

（桜林美佐『日本に自衛隊がいてよかった―自衛隊の東日本大震災』平成 24 年１月
27日　第７刷＜平成23年９月19日第１刷＞　株式会社産経新聞出版　212貢参照）。
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活
動
が
展
開
さ
れ
た
。
三
陸
沖
の
洋
上
で
も
、
海
上
自
衛
隊
護
衛
艦
隊
に
よ
る
懸
命
な
救
助
活
動
が
行
わ
れ
た
。
他
方
、
岩
手
県
沖
で
は

「
ト
モ
ダ
チ
作
戦
」
に
従
事
す
る
米
原
子
力
空
母
「
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
」
を
目
標
に
中
国
の
潜
水
艦
が
集
結
し
、活
動
を
始
め
て
い
た
。

中
国
人
民
解
放
軍
海
軍
の
潜
水
艦
の
不
気
味
な
「
動
き
」
に
、
海
上
自
衛
隊
潜
水
艦
隊
は
、
―
一
寸
の
隙
も
与
え
ず
―
、
日
本
の
海
を
「
守

り
」、
東
北
地
方
・
太
平
洋
沿
岸
と
そ
の
周
辺
海
域
に
お
け
る
第
一
線
部
隊
の
救
助
・
救
援
活
動
（「
災
害
派
遣
活
動
」）
を
支
え
る
と
共
に
、

ま
さ
に
音
を
立
て
ず
深
海
で
我
が
国
防
衛
の
態
勢
を
と
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
災
害
派
遣
に
関
わ
る
自
衛
官
の
中
に
は
、
非
公
式
で
は
あ

る
が
、
被
災
地
で
の
緊
急
援
助
を
目
的
と
し
て
、
諸
外
国
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
団
体
等
の
中
の
特
定
の
国
の
団
体
に
よ
る
被
災
地
周
辺

に
お
け
る
「
生
物
兵
器
」
な
ど
の
散
布
を
懸
念
、
警
戒
す
る
意
見
が
見
ら
れ
た
と
聞
く
。
ま
さ
に
、
災
害
は
、
物
事
（「
事
象
」）
―
東
ア
ジ
ア
に

お
け
る
日
中
の
潜
在
的
な
軍
事
的
緊
張
―
の
本
質
を
赤
裸
々
に
暴
き
出
し
た
の
で
あ
る
。
表
５
に
は
、地
震
発
生
直
後
の
「
衝
撃
期
」「
被

害
の
査
定
期
」「
救
助
期
」「
救
援
期
」
の
段
階
で
、中
国
と
ロ
シ
ア
が
日
本
に
対
し
て
と
っ
た
軍
事
的
示
威
行
為
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
同
様
に
、
航
空
自
衛
隊
の
①
警
戒
管
制
部
隊
、
②
戦
闘
機
部
隊
、
③
地
対
空
部
隊
、
④
航
空
機
整
備
部
隊
等
の
一
部
は
第
一
線
の
災
害

派
遣
部
隊
の
活
動
（「
作
戦
」）
か
ら
外
れ
、
挑
発
行
動
を
取
り
続
け
る
中
国
人
民
解
放
軍
、
ロ
シ
ア
軍
の
警
戒
監
視
活
動
に
当
り
、
大
規

模
災
害
の
混
乱
に
乗
じ
た
我
が
国
へ
の
侵
略
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、厳
然
た
る
防
衛
態
勢
を
維
持
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
自
衛
隊
の「
働

き
」（
能
力
）
―
保
安
・
警
備
機
能
（S

e
c
u
rity

 F
u
n
c
tio

n
s

）―
は
、
災
害
対
応
に
求
め
ら
れ
る
①
警
報
、
②
緊
急
準
備
態
勢
、
③
避

難
行
動
、
④
被
害
状
況
の
把
握
と
マ
ッ
ピ
ン
グ
、
⑤
被
災
者
の
看
護
、
⑥（「
衝
撃
後
に
お
け
る
被
災
者
に
向
け
た
」）
福
祉
対
策
、
⑦
サ
ー

ビ
ス
の
緊
急
復
旧
等
の
機
能
と
並
ん
で
、
災
害
時
（E

m
e
rg

e
n
c
y
 P

e
rio

d

）
に
お
け
る
不
可
欠
な
「
組
織
対
応
」（「
対
処
」・「
対
応
」）

で
あ
る
。

　
災
害
の
重
大
な
社
会
的
機
能
の
一
つ
は
、
シ
ス
テ
ム
や
制
度
に
潜
む
「
欠
陥
」
や
「
歪
み
」
ま
た
「
脆
弱
性
」
等
を
赤
裸
々
に
暴
き
出

す
こ
と
に
あ
る
。
日
本
を
襲
っ
た
巨
大
災
害
は
、
南
西
諸
島
防
衛
等
わ
が
国
を
取
り
巻
く
「
安
全
保
障
」
の
厳
し
さ
は
も
と
よ
り
、
①
首

都
圏
を
始
め
と
し
た
大
規
模
地
震
・
津
波
へ
の
対
応
、
②
自
衛
隊
の
人
員
・
装
備
の
全
体
的
不
足
、
③
自
衛
隊
、
行
政
、
警
察
、
消
防
、
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海
上
保
安
庁
等
の
「
組
織
間
対
応
」
の
あ
り
方
、
④
原
子
力
事
故
・
災
害
の
対
応
等
に
関
わ
る
多
く
の
喫
緊
の
課
題
を
照
ら
し
出
し
た
。

と
く
に
、
自
衛
隊
に
と
っ
て
前
述
の
人
員
等
の
全
体
的
不
足
に
加
え
て
、
部
隊
・
人
員
、
装
備
、
物
資
の
迅
速
な
輸
送
と
い
っ
た
問
題
が

大
き
く
浮
彫
り
に
さ
れ
た
。
ま
さ
に
、
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
は
現
行
の
制
度
が
持
つ
問
題
点
（
欠
陥
や
歪
み
）
を
ま
ざ
ま
ざ
と
映

し
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
中
国
の
東
シ
ナ
海
に
お
け
る
爆
撃
機
や
公
船
を
使
っ
た
威
嚇
は
続
い
て
い
る
。
と
く
に
、
中
国
公
船
に
よ
る
尖
閣
諸
島
周
辺
に
お
け
る

我
が
国
領
海
へ
の
通
行
は
収
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。
平
成
27
年
月
12
月
22
日
に
は
、
外
観
上
、
明
ら
か
に
機
関
砲
を
搭
載
し
た
中
国

公
船
に
よ
る
接
続
水
域
へ
の
入
域
」（『
外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』、平
成
30
年
10
月
25
日
現
在
）
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
図
１
）。
因
み
に
、

図１　 中国公船による尖閣諸島周辺における
領海侵犯（外務省資料）
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平
成
30
年
10
月
25
日
、
安
倍
晋
三
首
相
の
中
国
公
式
訪
問
を
嘲
笑
す
る
か
の
よ
う
に
、
中
国
海
警
局
の
公
船
が
（
中
国
の
「
核
心
的
利
益
」

で
あ
る
）
沖
縄
県
石
垣
市
の
尖
閣
諸
島
周
辺
の
接
続
水
域
を
航
行
し
て
い
る
。

　
一
方
、
翌
26
日
の
安
倍
晋
三
総
理
と
習
近
平
国
家
主
席
と
の
会
談
で
は
、
日
本
側
は
新
た
な
日
中
関
係
の
構
築
を
模
索
し
、
①「
競
争

か
ら
協
調
へ
」、
②「
脅
威
で
は
な
く
パ
ー
ト
ナ
ー
」、
③「
自
由
で
公
正
な
貿
易
体
制
の
発
展
」
の
３
原
則
を
提
唱
し
た
。

　
安
倍
首
相
と
習
国
家
主
席
、李
克
強
首
相
と
の
会
談
要
旨
（
一
部
）
は
、以
下
の
通
り
で
あ
る
（『
産
経
新
聞
』　
平
成
30
年
10
月
27
日
）。

　【
２
国
間
関
係
】

　
安
倍
首
相
　
　
競
争
か
ら
協
調
へ
日
中
関
係
を
新
し
い
時
代
へ
押
し
上
げ
て
い
き
た
い
。
日
中
は
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
互
い
に

脅
威
と
は
な
ら
な
い
。
自
由
で
公
正
な
貿
易
体
制
が
発
展
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
原
則
の
も
と
に
世
界
の
平
和
と
安
定

の
た
め
、
と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
貢
献
し
た
い
。

　
習
国
家
主
席
　
　
こ
れ
ま
で
の
数
年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
門
を
通
り
抜
け
て
き
た
が
、
双
方
の
努
力
の
も
と
、
両
国
関
係
は
正
し

い
軌
道
に
戻
り
、
前
向
き
な
勢
い
を
見
せ
て
い
る
。
こ
れ
を
両
国
関
係
発
展
の
新
し
い
歴
史
的
な
方
向
に
し
て
い
く
べ
き
だ
。

　【
経
済
関
係
】

　
安
倍
首
相
　
　
自
由
で
公
正
な
貿
易
体
制
を
発
展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
習
国
家
主
席

　
　
世
界
の
主
要
経
済
大
国
で
あ
り
、
重
要
な
影
響
力
を
有
す
る
国
と
し
て
日
中
両
国
が
発
展
す
る
こ
と
は
、
国
際

社
会
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
習
国
家
主
席

　
　
対
中
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）
を
高
く
評
価
す
る
。

　【
歴
史
認
識
】　

　
中
日
の
往
来
は
２
千
年
に
も
及
ぶ
が
、
そ
の
中
に
は
悲
惨
な
歴
史
も
あ
り
、
中
国
人
民
が
大
き
な
民
族
的
な
災

難
に
見
舞
わ
れ
、
日
本
人
も
深
刻
な
被
害
を
受
け
た
。
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　【
安
全
保
障
】　
　

　
両
首
脳
（
安
倍
晋
三
首
相
・
習
近
平
国
家
主
席
）

　
尖
閣
諸
島
（
沖
縄
県
石
垣
市
）
を
め
ぐ
る
問
題
で
、
両
首
脳
は
意
思
疎
通
を
強
化
し
、
不
測
の
事
態
を
回
避
す
る
こ
と
で
一
致
。

　
両
首
相
（
安
倍
晋
三
・
李
克
強
両
首
相
）

　
自
衛
隊
と
中
国
軍
の
相
互
通
報
体
制
「
海
空
連
絡
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
早
期
開
設
に
取
り
組
み
、
東
シ
ナ
海
を
平

和
、
協
力
、
友
好
の
海
に
す
る
た
め
に
前
進
し
て
い
く
こ
と
で
一
致
。

　
ま
さ
に
、
こ
の
文
脈
か
ら
は
、
鄧
小
平
が
西
側
先
進
諸
国
に
向
け
て
と
っ
た
「
韜
光
養
晦
（
と
う
こ
う
よ
う
か
い
）」
の
「
策
」
が
思

い
起
こ
さ
れ
る
。
鄧
小
平
（
一
九
〇
四
～
一
九
九
七
）
は
、「
二
〇
世
紀
中
に
農
業
、
工
業
、
国
防
、
科
学
技
術
の
『
現
代
化
』
を
全
面

的
に
実
現
し
、
我
が
国
を
現
代
化
し
た
社
会
主
義
強
国
に
築
き
上
げ
る
こ
と
は
、
我
が
国
人
民
に
課
せ
ら
れ
た
偉
大
な
歴
史
的
使
命
で
あ

る
」（『
鄧
小
平
文
選
　
一
九
七
五
～
一
九
八
二
年
』
八
二
～
八
三
頁
「
在
全
国
科
学
大
会
開
幕
式
的
講
和
〈
全
国
科
学
大
会
開
幕
式
で
の

講
和
〉」
一
九
七
八
年
三
月
一
八
日
）（
尾
崎
春
生
『
中
国
の
強
国
戦
略

―
２
０
５
０
年
へ
の
発
展
シ
ナ
リ
オ
を
読
む

―
』
日
本
経
済

新
聞
出
版
社
　
二
〇
〇
七
年
七
月
六
日
　
一
九
～
二
〇
頁
）
と
し
て
、
遅
れ
た
中
国
の
「
近
代
化
」（「
四
つ
の
現
代
化
」
政
策
）
に
乗
り

出
し
た
。
そ
の
た
め
、
現
実
主
義
者
の
鄧
小
平
は
、
日
本
や
欧
米
の
先
進
工
業
諸
国
の
進
ん
だ
技
術
と
資
金
の
利
用
を
も
く
ろ
み
、「
巨

大
な
十
二
億
の
市
場
」
を
打
ち
上
げ
た
。
日
本
に
は
尖
閣
諸
島
の
「
領
有
問
題
」
の
棚
上
げ
を
提
唱
し
、
外
交
面
で
平
和
的
繕
い
を
施
し

た
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
鄧
小
平
が
「
南
巡
講
和
」（
一
九
九
二
年
）
等
で
掲
げ
た
「
巨
大
な
十
二
億
の
市
場
」
は
、
日
本
や
欧
米
先
進

国
の
資
金
と
技
術
を
呼
び
込
む
た
め
の
一
種
の
壮
大
な
「
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
」
で
あ
っ
た
。

　
鄧
小
平
が
「
強
国
」
実
現
の
た
め
に
と
っ
た
戦
略
は
「
先
富
論
」
で
あ
る
。「
経
済
政
策
上
は
、
一
部
の
地
区
、
一
部
の
企
業
、
一
部

の
労
働
者
・
農
民
が
、
そ
の
努
力
に
よ
っ
て
好
成
績
を
上
げ
た
場
合
、
他
の
者
よ
り
多
く
の
収
入
を
得
、
先
に
豊
か
に
な
る
こ
と
を
許
し
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て
も
よ
い
と
考
え
る
」（『
鄧
小
平
文
選
　
一
九
七
五
～
一
九
八
二
年
』
一
四
二
頁
「
解
放
思
想
、
事
実
求
是
、
團
結
一
致
向
前
〈
思
想
を

解
放
し
、
事
実
求
是
の
態
度
で
、
一
致
団
結
し
て
前
向
き
の
姿
勢
を
と
ろ
う
〉」
一
九
七
八
年
十
二
月
十
三
日
）
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
先
富
論
を
基
に
鄧
小
平
は
、「
経
済
規
模
を
今
世
紀
末
ま
で
に
四
倍
に
し
、
一
人
当
た
り
国
内
総
生
産
八
〇
〇
元
を
達
成
し
、
人
民

生
活
の
〝
小
康
水
準
〟
を
実
現
す
る
。（
中
略
）
さ
ら
に
、
そ
の
基
礎
の
上
に
、
努
力
し
て
三
〇
年
か
ら
五
〇
年
か
け
世
界
の
先
進
国
の

水
準
に
近
づ
く
」（『
鄧
小
平
文
選
　
第
三
巻
』
七
七
頁
「
我
仢
的
宏
伟
目
柡
和
根
本
政
策
」〈
我
々
の
偉
大
な
目
標
と
根
本
的
な
政
策
〉」

一
九
八
四
年
一
〇
月
六
日
）（
尾
崎
春
生
『
中
国
の
強
国
戦
略

―
２
０
５
０
年
へ
の
発
展
シ
ナ
リ
オ
を
読
む

―
』
二
〇
頁
）
と
考
え

て
い
た
。

　
ま
た
、「
中
国
の
よ
う
な
社
会
主
義
の
大
国
は
、〝
近
道
〟
を
通
れ
な
い
。
我
々
は
外
国
の
資
金
と
技
術
を
利
用
し
、
対
外
貿
易
も
大
い

に
発
展
さ
せ
る
が
、
必
ず
自
力
更
生
を
主
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（『
鄧
小
平
文
選
　
一
九
七
五
～
一
九
八
二
年
』
二
二
一
頁
「
目
前

的
形
勢
和
任
務
〈
当
面
の
情
勢
と
任
務
〉
一
九
八
〇
年
一
月
一
六
日
）
と
し
、
独
自
技
術
開
発
の
遅
れ
等
、
今
日
の
外
資
へ
の
過
度
の
依

存
が
も
た
ら
す
弊
害
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
も
い
た
。
鄧
小
平
に
と
っ
て
強
国
は
単
に
「
夢
」
で
は
な
く
、
実
際
に
実
現
す
べ
き
「
具
体
的

政
策
目
標
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
（
尾
崎
春
生
『
中
国
の
強
国
戦
略

―
２
０
５
０
年
へ
の
発
展
シ
ナ
リ
オ
を
読
む

―
』
二
一
頁
）。

　
中
国
が
、
農
業
、
工
業
、
国
防
、
科
学
技
術
の
「
四
つ
の
現
代
化
」
を
掲
げ
た
の
は
一
九
六
四
年
の
第
三
期
全
人
代
第
一
回
会
議
で
あ

り
、
当
時
の
周
恩
来
首
相
（
一
八
九
三
～
一
九
七
六
年
）
は
、「
そ
う
遠
く
な
い
将
来
、
現
代
農
業
、
現
代
工
業
、
現
代
科
学
技
術
の
社

会
主
義
強
国
を
建
設
し
、
世
界
の
先
進
水
準
に
追
い
つ
き
追
い
越
す
。
第
一
歩
と
し
て
独
立
し
た
比
較
的
完
全
な
工
業
体
系
を
つ
く
り
、

第
二
歩
と
し
て
全
面
的
に
（
農
業
、
工
業
、
国
防
、
科
学
技
術
の
）
四
つ
の
現
代
化
を
実
現
し
、
中
国
の
経
済
を
世
界
の
上
位
に
も
っ
て

い
く
」（「
構
建
中
国
大
戦
略

―
富
民
強
国

―
」胡
鞍
鋼
、中
国
経
済
時
報�
二
〇
〇
二
年
十
一
月
二
十
三
日
付
）と
し
た
（
尾
崎
春
生
『
中

国
の
強
国
戦
略

―
２
０
５
０
年
へ
の
発
展
シ
ナ
リ
オ
を
読
む

―
』
十
九
頁
）。

　
一
般
に
、
中
国
が
「
強
国
」
を
強
く
意
識
す
る
背
景
に
は
、
一
九
世
紀
中
葉
の
ア
ヘ
ン
戦
争
（
一
八
四
〇
―
四
二
年
）
以
降
、
西
欧
列
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強
の
干
渉
と
植
民
地
化
の
「
屈
辱
」
の
歴
史
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
ア
ヘ
ン
戦
争
を
契
機
に
、
列
強
諸
国
は
中
国
各
地
に
勢
力
を
張

り
、
同
時
に
中
国
の
分
割
統
治
を
は
か
っ
て
い
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
近
代
史
は
外
国
列
強
の
干
渉
を
は
ね
の
け
、
強
大
な
中
央
集

権
国
家
の
建
設
を
め
ざ
す
歴
史
で
も
あ
っ
た
。
中
国
に
と
っ
て
近
代
国
家
（「
強
国
」）
の
建
設
（「
中
華
民
族
の
偉
大
な
復
興
」）
と
は
、

「
二
〇
〇
〇
年
前
に
ロ
ー
マ
と
と
も
に
世
界
の
中
心
だ
っ
た
大
漢
王
朝
か
ら
三
〇
〇
年
前
の
清
王
朝
初
期
ま
で
栄
え
た
か
つ
て
の
『
中
華
』

復
興
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
り
」（
尾
崎
春
生
　
同
書
　
十
五
頁
）、
そ
れ
だ
け
深
い
こ
だ
わ
り
の
あ
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
今
日
、
習
近
平
の

言
う
「
中
華
民
族
の
偉
大
な
復
興
と
い
う
中
国
の
夢
」
も
こ
う
し
た
中
国
の
「
屈
辱
の
歴
史
」
の
中
で
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
中
国
に
は
秦
の
始
皇
帝
に
始
ま
る
「
大
一
統
」（
大
統
一
）
と
い
っ
た
思
想
、
世
界
観
が
あ
り
、
そ
れ
は
、
漢
民
族
と
夷
狄

が
天
下
に
渾
然
一
体
と
共
存
・
対
立
す
る
小
宇
宙
世
界
で
、
様
々
な
民
族
、
言
語
、
文
化
が
す
べ
て
中
華
文
明
、
中
華
世
界
の
下
に
一
つ

に
統
合
さ
れ
た
天
下
統
一
の
理
想
郷
と
さ
れ
る
（
横
山
宏
章
『
中
華
思
想
と
現
代
中
国
』
集
英
社
新
書
　
二
〇
〇
二
年
　
参
照
）。「
チ
ベ
ッ

ト
、
台
湾
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
地
区
の
少
数
民
族
も
中
華
世
界
の
中
で
自
ら
の
安
定
を
求
め
る
こ
と
が
〝
至
善
〟
の
状
態
で
あ
り
、
そ
れ
が

漢
民
族
に
と
っ
て
も
少
数
民
族
に
と
っ
て
も
最
も
望
ま
し
い
と
い
う
価
値
観
で
あ
る
。
中
華
帝
国
は
い
っ
た
ん
衰
退
し
た
も
の
の
、
鄧
小

平
以
降
の
改
革
開
放
路
線
の
最
終
目
標
は
『
大
中
華
』
と
し
て
の
繁
栄
で
あ
り
、
政
治
大
国
で
あ
り
文
化
大
国
で
あ
っ
た
『
大
中
華
へ
の

回
帰
』
な
の
で
あ
る
。
中
国
が
米
国
の
一
極
支
配
に
強
く
反
対
す
る
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
独
自
の
国
際
秩
序
形
成
へ
の
思
い
が
根
強

く
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
」（
尾
崎
春
生
　
同
書
　
十
六
頁
）。
二
〇
一
一
年
、
中
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
47
兆
元
を
超
え
、
中
国
は
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

規
模
で
日
本
を
上
回
り
、
世
界
第
二
位
の
経
済
「
強
国
」
に
ま
で
「
現
代
化
」
を
推
し
進
め
た
（
一
般
に
、
中
国
共
産
党
指
導
部
が
公
表

す
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
数
値
の
「
欺
瞞
性
」（「
嘘
」）
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
中
国
経
済
の
研
究
者
・
専
門
家
、
ま
た
報
道
機
関
等
か
ら
指
摘
さ

れ
て
い
る
。・
・
・
・
・
・
）。

　
周
恩
来
、
そ
し
て
鄧
小
平
（「
改
革
・
開
放
の
総
設
計
師
」）
が
唱
え
る
①『
農
業
、
工
業
、
国
防
、
科
学
技
術
の
「
四
つ
の
近
代
化
」』

及
び
、
②「
開
放
改
革
」
路
線
は
、「
韜
光
養
晦
（
と
う
こ
う
よ
う
か
い
）」
の
外
交
政
策
の
も
と
、
③
経
済
・
軍
事
分
野
を
中
心
に
「
貿
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易
強
国
」「
人
材
強
国
」「
軍
事
強
国
」「
核
強
国
」「
海
洋
強
国
」「
製
造
強
国
」「
ハ
イ
テ
ク
強
国
」「
Ｉ
Ｔ
強
国
」「
電
信
強
国
」「
家
電

強
国
」「
造
船
強
国
」「
運
輸
強
国
」「
観
光
強
国
」「
ア
ニ
メ
強
国
」「
特
許
強
国
」
等
々
の
「
実
現
」
を
積
極
的
に
計
っ
て
い
る
。「
中
国

が
強
国
と
い
う
言
葉
を
使
う
と
き
、
規
模
で
は
紛
れ
も
な
く
大
国
だ
が
質
的
に
は
世
界
的
な
強
い
国
と
は
言
い
難
い
こ
と
を
認
め
、
名
実

と
も
に
世
界
レ
ベ
ル
を
目
指
す
」（
尾
崎
春
生『
中
国
の
強
国
戦
略

―
２
０
５
０
年
へ
の
発
展
シ
ナ
リ
オ
を
読
む

―
』�

十
七
頁
）と
い
っ

た
意
味
合
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
文
脈
（「
韜
光
養
晦
（
と
う
こ
う
よ
う
か
い
）」）
は
、
中
国
・
習
近
平
が
唱
え
る
①
米
・
中
２

大
国
に
よ
る
「
新
型
大
国
関
係
」
の
構
築
（
米
国
・
一
極
支
配
の
「
終
焉
」）、
さ
ら
に
②「
米
中
・
新
冷
戦
」
の
勃
発
と
い
っ
た
国
際
秩

序
の
問
題
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
一
九
九
二
年
二
月
二
五
日
、
中
国
の
全
国
人
民
代
表
大
会
・
常
務
委
員
会
は
、『
主
席
令
７
期
第
55
号
』
と
し
て
『
中
華
人
民

共
和
国
領
海
お
よ
び
毘
（
び
）
連
区
法
』（
い
わ
ゆ
る
『
領
海
法
』）
を
制
定
・
発
布
し
、
こ
れ
に
よ
り
日
本
の
施
政
権
下
に
あ
る
尖
閣
諸

島
（
沖
縄
県
石
垣
市
）、
さ
ら
に
台
湾
及
び
南
シ
ナ
海
を
含
む
広
大
な
地
域
・
水
域
の
領
有
権
を
主
張
し
た
。
中
国
の
「
対
外
膨
張
」（「
領

土
拡
張
」）
は
、
南
シ
ナ
海
の
「
領
有
化
」
や
「
埋
め
立
て
」、
さ
ら
に
大
規
模
な
「
軍
事
基
地
の
建
設
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、（「
中
華

民
族
の
偉
大
な
復
興
と
い
う
中
国
の
夢
」
を
追
う
）
習
近
平
政
権
の
も
と
で
更
に
強
ま
っ
て
い
る
。

　
他
方
、
日
本
は
こ
れ
ま
で
中
国
の
開
放
・
改
革
路
線
を
積
極
的
に
支
援
し
た
。
大
国
中
国
は
、
一
九
世
紀
中
葉
以
来
の
「
屈
辱
の
歴
史
」

を
背
負
い
、
同
時
に
「
中
華
民
族
の
偉
大
な
復
興
と
い
う
中
国
の
夢
」
の
「
実
現
」
の
た
め
、
日
本
及
び
日
本
国
民
か
ら
の
多
大
な
援
助
、

資
金
、
産
業
技
術
等
の
す
べ
て
を
費
や
し
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
日
本
は
中
国
の
「
韜
光
養
晦
（
と
う
こ
う
よ
う
か
い
）」
の
外
交
の

術
に
う
ま
く
乗
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
二
〇
一
八
年
一
〇
月
、安
倍
晋
三
・
日
本
国
総
理
は
対
中
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
「
終
了
」（「
打
ち
切
り
」）
と
そ
の
歴
史
的
意
義
を
国
民
に
伝
え
た
。

日
本
か
ら
中
国
へ
の
経
済
援
助
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
支
出
だ
け
に
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
旧
大
蔵
省
と
輸
出
入
銀
行
か
ら
『
資
源
ロ
ー
ン
』
な
ど
と

い
っ
た
名
目
で
公
的
資
金
が
中
国
に
供
さ
れ
て
い
た
。
一
九
九
九
年
ま
で
の
時
点
で
、
そ
の
総
額
は
３
兆
３
千
億
円
に
も
上
り
、
対
中
Ｏ
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Ｄ
Ａ
の
総
額
と
あ
わ
せ
て
中
国
へ
の
援
助
総
額
は
７
兆
円
に
も
上
っ
た
（『
産
経
新
聞
』
平
成
30
年
10
月
27
日�

参
照
）。

　
安
倍
晋
三
首
相
は
、
今
回
の
習
近
平
・
国
家
主
席
と
の
会
談
を
通
し
て
「
戦
後
日
本
外
交
の
総
決
算
」
を
目
指
し
、
新
た
な
日
中
関
係

の
「
在
り
方
」
を
模
索
し
、
日
本
の
立
場
を
世
界
に
発
信
し
た
。

　
他
方
、
台
湾
か
ら
は
、
政
府
、
自
治
体
、
企
業
、
個
人
・
団
体
等
か
ら
手
厚
い
支
援
の
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
、
ま
た
世
界
の
ど
の
国
（
地

域
）
に
も
勝
る
66
億
６
５
５
３
万
台
湾
ド
ル
（
約
２
５
０
億
円
）
の
義
援
金
が
日
本
の
被
災
者
等
に
届
け
ら
れ
た
（「
日
本
台
湾
交
流
協
会
」

調
べ
、
平
成
30
年
９
月
12
日
現
在
）。

　
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
（「
東
日
本
大
震
災
」）
は
、
①
日
本
が
直
面
す
る
地
政
学
的
・
軍
事
的
脅
威
、
②
極
東
周
辺
に
お
け
る
ロ

シ
ア
、
中
国
及
び
米
国
の
軍
事
力
の
バ
ラ
ン
ス
（
核
戦
略
を
含
む
）、
③
中
国
と
台
湾
と
の
間
に
見
ら
れ
る
対
日
外
交
の
「
在
り
方
」
の

相
違
、
④
中
台
両
国
の
日
本
に
向
け
た
救
援
体
制
や
民
意
（
日
本
へ
の
「
好
感
」
度
）
の
違
い
、
⑤
ロ
シ
ア
、
中
国
、
台
湾
、
な
ら
び
に

日
本
及
び
周
辺
諸
国
に
対
し
て
「
日
米
同
盟
」
が
持
つ
意
義
、
さ
ら
に
⑥
東
ア
ジ
ア
情
勢
の
厳
し
さ
と
日
本
の
安
全
保
障
体
制
が
直
面
す

る
課
題
、
等
々
を
赤
裸
々
に
暴
き
出
し
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
大
災
害
は
、
物
事
や
事
象
に
潜
む
「
本
質
」（「
実
態
」）、
つ
ま
り
日
本

周
辺
に
潜
む
地
政
学
的
・
軍
事
的
緊
張
を
照
ら
し
出
し
た
の
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
が
日
本
に
向
け
る
「
核
」
の
現
実
的
脅
威
（
現
在
で
は
、

北
朝
鮮
の
核
を
含
め
）
と
は
別
に
、「
屈
辱
の
歴
史
」
を
背
負
っ
た
中
国
の
「
大
中
華
へ
の
回
帰
」（
今
日
で
は
、「
中
華
民
族
の
偉
大
な

復
興
と
い
う
中
国
の
夢
」《
習
近
平
》）
に
潜
在
す
る
「
大
中
華
」（
中
国
）
の
「
核
」
と
膨
張
主
義
（
政
策
）
の
脅
威
に
直
面
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
の
一
端
が
、
中
国
に
よ
る
尖
閣
諸
島
（
沖
縄
県
石
垣
市
）
の
領
有
権
の
主
張
で
あ
る
。�

　
第
４
節
　
　
結
び
「
災
害
派
遣
」
四
万
回
の
実
績
、
国
民
と
共
に

―
陸
上
自
衛
隊
観
閲
式
、
首
相
の
感
謝
の
言
葉

―

　
平
成
30
年
10
月
14
日
、
最
高
指
揮
官
・
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
を
観
閲
官
に
迎
え
、
埼
玉
県
に
あ
る
陸
上
自
衛
隊
朝
霞
訓
練
場
に
お
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い
て
「
平
成
30
年
度
自
衛
隊
記
念
日

観
閲
式
」
が
執
り
行
わ
れ
た
。
観
閲

式
に
は
、
陸
・
海
・
空
３
自
衛
隊
、

予
備
自
衛
官
部
隊
、
防
衛
大
学
校
、

防
衛
医
科
大
学
校
、
陸
上
自
衛
隊
高

等
工
科
学
校
等
の
29
梯
隊
が
参
加
し

た
。
約
１
７
，
０
０
０
名
の
一
般
観

衆
が
見
守
る
中
、観
閲
部
隊
指
揮
官
・

竹
本
竜
司
陸
上
自
衛
隊
第
１
師
団
長

以
下
、
隊
員
約
４
，
０
０
０
名
、
車

両
約
２
６
０
両
に
よ
る
観
閲
行
進
、

さ
ら
に
航
空
機
約
40
機
に
よ
る
観
閲

飛
行
が
行
わ
れ
た
。
内
訳
は
、
徒
歩

行
進
部
隊
が
10
梯
隊
、
車
両
行
進
部

隊
が
19
梯
隊
、
そ
し
て
観
閲
飛
行
に

は
、
陸
上
自
衛
隊
７
個
部
隊
、
海
上

自
衛
隊
３
個
部
隊
、
航
空
自
衛
隊
４

個
部
隊
の
計
14
個
部
隊
が
参
加
し

た
。
加
え
て
、祝
賀
行
進
と
し
て「
陸

写真７　平成30年度自衛隊記念日観閲式。約17000人の一般観衆を前に、観閲部隊指

揮官・陸上自衛隊第１師団長竹本竜司陸将以下、陸・海・空隊員約4000名（徒歩行

進部隊10梯隊、車両行進部隊19梯隊〈約260両〉）が観閲官・安倍晋三内閣総理大臣

にたいして観閲行進を行った。また、同時に航空機約40機による観閲飛行が行われた。

さらに、南シナ海、東シナ海・尖閣諸島等における中国の軍事的・領土的膨張を意

識してか、①水陸機動団（「陸上総隊」隷下部隊）と米海兵隊とによる祝賀行進（「水

陸両用車AAV７」を使った車両行進）、②沖縄海兵隊所属のMV22オスプレイによる

祝賀飛行も行われ、『強固な日米同盟』を伺わせた。

 田中　陸　撮影（2018年10月14日）
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上
総
隊
」
隷
下
の
「
水
陸
機
動
団
」
と
沖
縄
の
米
海
兵
隊
（「
第
３
強
襲
水
陸
両
用
大
隊
」）
の
「
水
陸
両
用
車
Ａ
Ａ
Ｖ
７
」
が
並
ん
で
走

行
し
、
さ
ら
に
米
第
２
６
５
海
兵
隊
所
属
の
Ｍ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
２
機
（
１
個
部
隊
）
に
よ
る
祝
賀
飛
行
が
行
わ
れ
、
強
固
な
「
日
米
同

盟
」
を
印
象
付
け
た
（
写
真
７
）。

　
観
閲
式
を
訪
れ
る
度
に
思
う
こ
と
が
あ
る
。
日
本
は
、
中
国
、
ロ
シ
ア
の
巨
大
な
軍
事
力
・
核
戦
力
の
脅
威
に
晒
さ
れ
る
一
方
、
国
家

と
し
て
「
自
立
」
と
「
独
立
」
を
強
く
望
ん
で
い
る
。
改
め
て
、
日
本
人
が
培
っ
て
き
た
歴
史
、
文
化
、
そ
し
て
大
切
な
家
族
や
人
び
と

を
し
っ
か
り
と
護
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
。

　
自
衛
隊
最
高
指
揮
官
・
安
倍
総
理
は
、
観
閲
式
の
訓
示
の
中
で
観
閲
部
隊
・
隊
員
に
向
け
て
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

・
・
・
・
・
・
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
実
績
は
、
実
に
４
万
回
を
超
え
て
い
ま
す
。
自
然
災
害
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
悪
天
候
で
交

通
手
段
が
断
た
れ
て
し
ま
う
離
島
に
お
い
て
患
者
の
命
を
救
う
に
は
一
刻
の
猶
予
も
な
い
。
こ
う
し
た
中
で
の
緊
急
輸
送
は
ま
さ
に

「
国
民
の
命
綱
」
で
す
。

　「
緊
急
搬
送
要
請
あ
り
。
直
ち
に
出
動
せ
よ
」。
11
年
前
、
一
人
の
女
性
の
容
態
が
急
変
し
、
危
険
な
状
態
に
陥
っ
て
い
る
と
の
一

報
が
那
覇
駐
屯
地
に
入
電
さ
れ
ま
し
た
。
建
村
善
知
（
た
て
む
ら
よ
し
と
も
）
１
等
陸
佐
率
い
る
４
人
の
ク
ル
ー
は
躊
躇
な
く
ヘ
リ

に
飛
び
乗
り
、
鹿
児
島
県
徳
之
島
に
向
け
て
漆
黒
の
闇
が
広
が
る
空
へ
と
飛
び
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
現
地
は
一
面
の
濃
霧
が
広
が
っ
て
お
り
、
着
陸
目
標
の
グ
ラ
ン
ド
は
視
界
不
良
。
垂
れ
込
め
た
雲
が
進
入
を
阻
み
ま
し
た
。「
あ

と
一
度
、
進
入
を
試
み
る
」。
容
態
は
一
刻
を
争
う
状
況
の
下
で
、
建
村
１
等
陸
佐
は
こ
れ
ま
で
４
８
０
０
時
間
を
超
え
る
飛
行
経

験
と
自
衛
官
人
生
の
全
て
を
傾
け
、
着
陸
に
挑
み
続
け
ま
し
た
。
地
上
の
管
制
官
に
近
く
の
徳
之
島
空
港
へ
の
着
陸
を
依
頼
す
る
な

ど
、
最
後
ま
で
決
し
て
諦
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
に
応
え
、
地
上
に
い
る
隊
員
た
ち
も
最
善
を
尽
く
し
ま
し
た
。

　「
あ
り
が
と
う
」

―
。
管
制
官
へ
の
感
謝
の
言
葉
が
最
後
と
な
り
ま
し
た
。
４
人
が
再
び
基
地
に
戻
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
建
村
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１
等
陸
佐
は
か
つ
て
、
部
下
の
隊
員
た
ち
に
こ
う
語
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　「
自
分
た
ち
が
や
ら
な
け
れ
ば
、
誰
が
や
る
。」

　
全
国
25
万
人
の
隊
員
一
人
一
人
の
高
い
使
命
感
、
強
い
責
任
感
に
よ
っ
て
、
日
本
は
、
日
本
国
民
は
、
守
ら
れ
て
い
る
。

　
事
に
臨
ん
で
は
、
危
険
を
顧
み
ず
、
身
を
も
っ
て
責
務
の
完
遂
に
努
め
、
も
っ
て
国
民
の
負
託
に
応
え
る
。
諸
君
の
崇
高
な
る
覚

悟
に
、
改
め
て
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。
24
時
間
、
３
６
５
日
。
国
民
の
命
と
平
和
を
守
る
た
め
、
極
度
の
緊
張
の
中
、
最
前
線

で
警
戒
監
視
に
当
た
り
、
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
発
進
を
行
う
隊
員
た
ち
が
今
、
こ
の
瞬
間
も
日
本
の
広
大
な
海
と
空
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　
自
ら
の
意
志
で
こ
の
困
難
な
道
に
進
ん
で
く
れ
た
諸
君
。
た
だ
ひ
た
す
ら
国
民
の
た
め
、
献
身
的
に
職
務
を
遂
行
す
る
諸
君
は
日

本
の
誇
り
で
あ
り
ま
す
。・
・
・
・
・
・（
傍
線
は
田
中
に
よ
る
）。

　
本
研
究
は
、
平
成
30
年
度
・
早
稲
田
大
学
特
定
課
題
研
究
（
基
礎
助
成
、
個
人
研
究
、
課
題
番
号
２
０
１
８
Ｋ

－

４
２
１
）
の
研

究
助
成
を
受
け
て
行
っ
た
。


